
自己紹介

 清田朗裕（きよた・あきひろ）

 愛媛大学教育学部講師

 1983年生まれ。熊本県出身。大阪大学大学大学院博士後期課程
修了。大阪教育大学教育学部特任准教授を経て現職。論文に「『竹
取物語』におけるかぐや姫の手紙の比較」『愛媛大学教育学部紀
要』70号、2023年）、「ソコソコの語史」『筑紫語学論叢Ⅲ』、
2021年）、「往来物は古典教育にどのような形で活用できるか－学
習指導要領における往来物の位置づけを踏まえて－」『国語と教育』
46号、2021年）など。
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教育職員免許法施行規則 第四条
免許法別表第一に規定する中学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教
科及び教職に関する科目の単位の修得方法は、次の表の定めるところによる。

• 備考

• 一 教科に関する専門的事項に関する科目の単位の修得方法は、次に掲げる免
許教科の種類に応じ、それぞれ定める教科に関する専門的事項に関する科目に
ついてそれぞれ一単位以上修得するものとする。

• イ 国語 国語学（音声言語及び文章表現に関するものを含む。）、国文学（国文
学史を含む。）、漢文学、書道（書写を中心とする。）【中略】

• 二 前号に掲げる教科に関する専門的事項は、一般的包括的な内容を含むもの
でなければならない（次条第一項の表の場合においても同様とする。）。

教育学部の事情

2

無断での転載・複製・頒布などを禁じます。



• １ 教育上の基本組織関係

• (1) 大学（短期大学、大学院（大学院設置基準第７条の２に定める研究科を置く
大学院を含む。）、大学の専攻科、短期大学の専攻科、大学及び大学院の教職
特別課程並びに特別支援教育特別課程を含む。以下「大学」という。）の学部、
学科、課程、学校教育法第８５条ただし書きに規定する組織、研究科、専攻その
他学則で定める組織（以下「学科等」という。）の統合、分離等その組織を変更
する場合において、学科等の設置若しくは廃止又は学科等の分離と解されるとき
は、その教育課程、履修方法、教員組織等について、文部科学大臣が免許状の
授与の所要資格を習得させるために適当と認める課程であることを確認するた
め、新たに課程認定を行うものとする。

教育学部の事情

教職課程認定審査の確認事項
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教職課程認定審査の確認事項

• ２ 教育課程関係

• (1) 教育職員免許法施行規則第５条表備考第１号に規定する「一般的包括的
な内容」とは、その科目の学問領域をおおまかに網羅するものであること、特定の
領域に偏っていないものであることとし、学生の科目履修の際に一般的包括的な
内容が担保されるものであることとする。

いわゆる教員免許を出すため、その科目で扱う内容は、
「一般的包括的な内容」であることが求められている

広く・浅くにならざるをえない

教育学部の事情
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• 3回生5名（日本語学3名、国語科教育学2名）

• 週1回（木曜3限）

内容（レポート作成法・方言についての演習）

1. 浜田麻里・平尾得子・由井紀久子（1997）
『大学生と留学生のための論文ワークブック』
くろしお出版【10回】

2. 松丸真大・白岩広行・原田走一郎・平塚雄亮
（2023）『ワークブック方言で考える日本語
学』くろしお出版【5回】

3回生のゼミ活動
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ゼミ生が授業するスタイル（教育学部所属学生のため）

【準備】

• 授業担当者はワークブックの内容に沿って授業資料を作成する

• 問題も一通り解き、QRコードの解説も読み込んでおく

• 作成した授業資料はPDFでSlack 上で配布する。担当者以外は、iPadのメモ帳アプリや
Goodnotes等に発表資料を取り込む。基本ペーパーレス。

【授業時】

1. ワークブックの内容に従って、担当する課の本文を読み進め、【基本問題】【発
展問題】に取り組ませる
・ ヒントなども授業担当者が行う

2. 解答解説
・ 説明が不十分なところや、もっと議論してほしいところについては清田が補足する

授業展開
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回答者 A B C D E

本全体の
印象

基本問題と発展問題が割と多く組み込まれてお
り、学習の要点や進め方がわかりやすかったで
す。

様々な部分から方言が捉えられていました。解
説の後に練習問題があるので、理解しやすかっ
たです。

本全体の印象印象としては日本語のしくみの理
解ということで発音や表現について基礎から
しっかりと学ぶことができました。方言を取り
扱うことによって、日本語がどのようなもので
あるのか疑問に思うことができ、その中でも地
域で比較できたのはとても分かりやすかったで
す。

基本問題が多くあり、自分で考えて学ぶことが
できる本だと思いました。日本語学うを方言で
考えることでより身近な学びやすい印象があり
ます。

色々な視点から方言について学ぶことができま
した。方言に限らず日本語学を研究するにあた
り必要な専門的知識についても学ぶことができ
たため、それらの専門的な視点から身の回りの
言葉について考えることができました。方言の
面白さを感じることができました。

演習担当
回に向け
た準備

テーマ：方言学習への導入（テキスト第1課）
方言の活用表を用いて、標準語との比較をする
ことで、方言特有の言い回しのメカニズムが理
解しやすかったです。

テーマ：モダリティ（テキスト第12課）
解説文が長いので、それを自分なりに理解する
のが大変でした。

テーマ：待遇表現（テキスト第13課）
このテーマを選んだのは、待遇表現を普段から
よく使っていますが正確な説明ができるわけで
はないので、やってみようと思ったからです。
それぞれの表現に対して様々な例を用いること
でよりイメージしやすくなっていました。特に
素材待遇・対者待遇の条件を表でまとめてい
て、説明がしやすくなっていました。内容の最
後の大阪方言については説明が難しく、大阪方
言についてもっと知っておけば良かったです。

テーマ：語彙（テキスト第14課）
元々方言を知っている人と知らない人で理解度
が変わってくると思いました。そのため、資料
をつくる際には、例を出し具体的に考えやすい
ようにしました。周圏分布を自分で理解し、ま
とめるのが難しかったです。

テーマ：言語変化（テキスト第15課）
本の要約と問題をWordにまとめました。問題の
解説も読んでおき、なぜその答えになるのかを
理解し、説明できるようにしておきました。

勉強に
なった点

日本の各地の方言に触れることができたので、
聞いたことがなかった言葉にも多く出会い、学
習がはかどりました。

様々な観点毎に課が作られていて分かりやす
かったです。専門用語に解説があるので、その
言葉を知らなくても理解することができまし
た。知らない方言を知ることができました。

敬語を5つに分けることで、その定義や性質まで
分かりやすくまとめられていました。言葉の表
現について方言を用いることで地域に違いがあ
ることが分かりました。

方言を用いて学ぶことで楽しみながら研究する
ことができました。自分の住んでいる地域では
どうだろう、方言がたくさん使われている地域
はどのように変化するだろうと、自らが興味を
持ち、調べることができるため、具体的に考
え、理解することができました。

身の回りの自分にとっては当たり前の言葉が、
どういう仕組みでできているのかやどのような
成り立ちなのかを考えることができました。
色々な出身地の人と一緒に学習することで、普
段使っている言葉を比較しながら学習できたの
が面白く、勉強になりました（特に問題を解く
時）。

勉強しに
くかった

点

自分の母方言や標準語とは大きく違う形式の方
言に触れる際に、「?」や「??」の記号の感覚
が分かりにくいことが多く、合っているのか間
違っているのか、自信が持てなかったです。

自分になじみのない方言は理解しづらかったで
す。読み方（イントネーション）が分からな
い。使い方や使う場面が分からない。

大阪方言などピンポイントであったり、なじみ
の無いものを説明するのが難しかったです。同
じ地域や近いところの方言でも違いがあったり
したので、根拠にしづらい部分もありました。

関西の方言などなじみのない方言について考え
る時に、理解するのに時間がかかりました。周
圏分布の見方がいまいち分かりませんでした。

専門的な言葉がわからないところがありまし
た。自分が普段使っていないなじみのない方言
は難しく、その方言の演習問題が難しかったで
す。

改善案

解答欄の有無や形式についてバラつきがあると
思いました。

音声教材をつける（QRコードなど）。練習問題
の解答欄がすべて同じなので、問題に合わせて
変えてもよいのではないかと思いました。

日本全国だけでなくいくつかの地域だけを取り
上げてみても良いと思います。

基本問題について、どのように考えていけばよ
いか分からない問題がいくつかあったので、例
があればより理解が深まったと思います。

前の方の課にはその言葉（専門的な言葉）の説
明があったため、前から順に勉強していけば良
かったです。

ワークブックを使用した3回生の感想

表1 3回生の感想

7

無断での転載・複製・頒布などを禁じます。



本全体の印象
基本問題と発展問題が割と多く組み込まれ
ており、学習の要点や進め方がわかりやす
かったです。

基本問題が多くあり、自分で考えて学ぶこ
とができる本だと思いました。日本語学を
方言で考えることでより身近な学びやすい
印象があります。

様々な部分から方言が捉えられていまし
た。解説の後に練習問題があるので、理解
しやすかったです。

色々な視点から方言について学ぶことがで
きました。方言に限らず日本語学を研究す
るにあたり必要な専門的知識についても学
ぶことができたため、それらの専門的な視
点から身の回りの言葉について考えること
ができました。方言の面白さを感じること
ができました。

本全体の印象印象としては日本語のしくみ
の理解ということで発音や表現について基
礎からしっかりと学ぶことができました。
方言を取り扱うことによって、日本語がど
のようなものであるのか疑問に思うことが
でき、その中でも地域で比較できたのはと
ても分かりやすかったです。
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演習担当回に向けた準備
テーマ：方言学習への導入（第1課）
方言の活用表を用いて、標準語との比較をする
ことで、方言特有の言い回しのメカニズムが理
解しやすかったです。

テーマ：モダリティ（第12課）
解説文が長いので、それを自分なりに理解する
のが大変でした。

テーマ：待遇表現（第13課）
このテーマを選んだのは、待遇表現を普段から
よく使っていますが正確な説明ができるわけで
はないので、やってみようと思ったからです。
それぞれの表現に対して様々な例を用いること
でよりイメージしやすくなっていました。特に
素材待遇・対者待遇の条件を表でまとめてい
て、説明がしやすくなっていました。内容の最
後の大阪方言については説明が難しく、大阪方
言についてもっと知っておけば良かったです。

テーマ：語彙（第14課）
元々方言を知っている人と知らない人で理解度
が変わってくると思いました。そのため、資料
をつくる際には、例を出し具体的に考えやすい
ようにしました。周圏分布を自分で理解し、ま
とめるのが難しかったです。

テーマ：言語変化（第15課）
本の要約と問題をWordにまとめました。問題
の解説も読んでおき、なぜその答えになるのか
を理解し、説明できるようにしておきました。
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勉強になった点
日本の各地の方言に触れることができたので、
聞いたことがなかった言葉にも多く出会い、学
習がはかどりました。

方言を用いて学ぶことで楽しみながら研究する
ことができました。自分の住んでいる地域では
どうだろう、方言がたくさん使われている地域
はどのように変化するだろうと、自らが興味を
持ち、調べることができるため、具体的に考
え、理解することができました。

様々な観点毎に課が作られていて分かりやす
かったです。専門用語に解説があるので、その
言葉を知らなくても理解することができまし
た。知らない方言を知ることができました。

身の回りの自分にとっては当たり前の言葉が、
どういう仕組みでできているのかやどのような
成り立ちなのかを考えることができました。
色々な出身地の人と一緒に学習することで、普
段使っている言葉を比較しながら学習できたの
が面白く、勉強になりました（特に問題を解く
時）。

敬語を5つに分けることで、その定義や性質ま
で分かりやすくまとめられていました。言葉の
表現について方言を用いることで地域に違いが
あることが分かりました。 10
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勉強しにくかった点
自分の母方言や標準語とは大きく違
う形式の方言に触れる際に、「?」
や「??」の記号の感覚が分かりに
くいことが多く、合っているのか間
違っているのか、自信が持てなかっ
たです。

関西の方言などなじみのない方言に
ついて考える時に、理解するのに時
間がかかりました。周圏分布の見方
がいまいち分かりませんでした。

自分になじみのない方言は理解しづ
らかったです。読み方（イントネー
ション）が分からない。使い方や使
う場面が分からない。

専門的な言葉がわからないところが
ありました。自分が普段使っていな
いなじみのない方言は難しく、その
方言の演習問題が難しかったです。

大阪方言などピンポイントであった
り、なじみの無いものを説明するの
が難しかったです。同じ地域や近い
ところの方言でも違いがあったりし
たので、根拠にしづらい部分もあり
ました。 11
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改善案
解答欄の有無や形式についてバラつ
きがあると思いました。

基本問題について、どのように考え
ていけばよいか分からない問題がい
くつかあったので、例があればより
理解が深まったと思います。

日本全国だけでなくいくつかの地域
だけを取り上げてみても良いと思い
ます。

音声教材をつける（QRコードな
ど）。練習問題の解答欄がすべて同
じなので、問題に合わせて変えても
よいのではないかと思いました。

前の方の課にはその言葉（専門的な
言葉）の説明があったため、前から
順に勉強していけば良かったです。
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